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2 0 1 3 年

8 月2 4 日( 土) ･ 2 5 日(日)
全国大会 1 0 :0 0 ～ 1 7 : 3 0 エクスカ ー

シ ョン 9 : 3 0 ～ 1 5 :3 0
交流親睦会1 8 :0 0 ⊥ ( 仙台駅集合 備 散)

東北工 業大学八木山キャン パ ス ( 仙 台市太白区八 木山香澄町35 _ 1) ( 仙 台駅 よりパ スで 約2 5 分)

囲 ｢雨 水ネ ッ トワ ー ク 会 議全 国大 会2 0 1 3 i n とう ほく｣ 実 行 委員 会

l 蔽卑l 東北地 方整備 局 東北経済産業局 東 北地方 環境事務所 鴛城県 仙台市 東北大 学 菓1ヒ工業大字 索北文化学園大学 宮城大学

公益社 団法人 日本水環碩学会東北支 部 公 益財団法人み やぎ
･

環壌 とくらレネットワ
ー ク 仙台リバ

ー スネット梅田川 特定非営 利活動法人 水
･

環境ネット東北

公益社団法人日本建築家協会東]ヒ支部富根地域会 下水道広報プラットホーム( G K P) 土木学会(仮称) 建設系N P O 連絡協議 会 繭 株式会社 鍋 田ヒ緋 支援本部

公主調士団5 五人雨水貯細 別 金 一 棚 五人日本建築 珊 l 委員会 日本雨水銑 酎ヒシス テム学会 特定非営利活動法人日本水フォーラム

特定非営利活動法人雨水市民の会 特定井 御j 薦動う主人南 燭ダム貯水する会 細井川 流域治水市民会議 雨水ネットワーク九州 関西雨水市民 の会

特定非 営利活 動法人京掛 雨水の会 雨水楽含 みず とみどり研究会 特定非営利活動き主人全国水環境交流会 ( > 河 北新報社 ( 順不 同)
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第6 回｢ 雨水ネ ットワ ー ク 会議全国大会2 0 1 3 i n とう ほく｣

雨 から学び ､ 雨 水を 活 かして ､ つ な げ よう 復興 へ
･

未 来 へ -- - - ----

開 催 趣 旨

雨水は多くの生き物の
"

いの ち
' '

を育んで おり､ 人の
"

いの ち
' '

も 雨水に支えられて います｡ 東日本大震災(2 0 1 1 0 3 1 り後､ 次 の大災害に備える意識の

高まりから､ 各地 で､ 雨との 関わり方 につ いての 見直しが始ま っ て い ます｡ また､ 地 震対策と してだけに とどまらす｣ 隠喋温暖化に伴う豪雨や渇水 へ の 取

り組み において も､ 雨水の 貯留 ･ 浸透 ･ 利用すなわち｢ 雨水活用｣ が期待されて います｡

東北の人 々が これまで育んできた｢水 の文化J もテ
ー

マ として据え､ 歴史的事象 ､ 水使 いなどを共に学び､ ｢ い ま｣ の この状況を踏まえ､
｢
あした｣ につ なが

る
`●

雨循環
'

をつ くりだす場として本大会を開催します｡

内 容 ; ｢
~

這｢
1 0 :0 0 一 - 1 0 :1 5 開会挨拶

8/ 2 4

1 0 :1 5 ～ 1 1 :0 0 基調講演 F都市づくり ･ 仙 台の永文仙 柴由 尚(仙台水の文化史研究会 会長)

つ

㌍
る
先人たちの水との付き合い方 1 1 ‥0 0 ～ 1 2‥0 0

~ ｢

j ア水の 押さま』 篠原 富雄( み やぎ
･

環境 とくら レ ネッ トワ ー ク) ･宝■〉l
戸
田 ツ谷用水の 継承の ため に .q 佐藤正基( 四 ッ谷用水再発見懇話会座長)

肇)
色
仙台の 雨水対策今 凱 仲道 雅大( 仙台市建設局下水道経営部 下水道計画課)

し
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2

昼食･ 休憩･ ロビ ー 展 1 2 :0 0 ～ 1 3:0 0

_
⊥ l 共学生食堂利用で きます

仙台天水桶が育んだもの 1 3:0 0 ～ 1 4:1 5

が 仙 台天水桶講座』 佐 々木起代子( 仙台市環境対策課係忘)

②『天水桶で 繋ぐ町内の 絆』 菅原康雄(福住町内会会長)

(豆『体験は心育む撒で す』

木村 創(学校法人仙台 こひ つ じ学園 向山幼稚 庖教頭)

報告者と会場との 意見交換

引訳ほl o n

まもる

報告者と会喝との意見交換

3
震災からの復興 1 4 : 柑

～ ほ 1 5

(D 『雨水での 魔境の 除塩』 千葉 克己

( 宮城大 学念 産業芋誹環境シ ステム学 科 講師)

筐呵再生可能エ ネル ギーで復興事 業』
白土健 二( 道の 駅

†よつくら 乱 脈長)

穏･F仮設住宅で の雨水溝助 飯塚正広(あすと長町仮設住宅自治会長)

~ 報 告者 と会場 との 喜見交換

S e S S】o n

つくりだす

4

休憩 ･ ロビ ー 展 1 5 :1 5 ～ 1 5:4 5

書らし豊かに､ 雨水を活かして 1 5 :4 5 ～ 1 7:0 0

ロ〕ア雨水浸透と地下水保全の 諏訪野団 地

和合アヤ子(福島県住宅協同組合理事長)

佗)
r ロハス の工 学を用いた 日本犬苧工学部の取り組み

- 水完全自給をめ ざすロハ スの家 ～

』

中野和典 ､ 橋本 純､ 伊藤耕祐(日本大学工 学部)

即 つ山 による簡便冷房シ ステム につ いて』 鍾 田轟貝り

瞳 花沢 市役所現場整備課 雪対系
･

新エ ネ ルギ ー 推進室 主歪)

④
F
庁舎の 雨水清風8 石田重雄( 宮城 県管 財課)

血

す蒜
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大会宣言づくりに向け､ 1 7:0 0 ～ 1 7:3 0

参加者全員でキ ー ワ ー ド探し

｢
~

1 7:3 0 ～ 1 7:40 閉 会

1 8:0 0 ～ 2 0:0 0 交流懇親会 金賞4 .0 0 0 円
( 東北工 業大字 b h†e c h L O U N G 【)

~ 描告壱と合唱との 愚兄交換 :
~ ~ ~
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エクスカ t ショ ン(貸 し切りパス) 会喪2 月0 0 円 (バス代 ･ 保険料昼食含み)
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仙 台駅東口 発(9 二3 0) 代々木ゼミまえ ◆ 荒浜/水の 押さま(1 0 : 0 0
～

1 0 二1 0) ◆ 両蒲生下水処理 場(1 0 二3 0
～ †1 : 0 0) ●

蒲生干潟(1 1 : 2 0 ～ 1 1 : 5 0) ● 昼 食キ リン工 場 レス トラ ン(1 2 = 0 0
～

1 3 = 0 0) ◆ 福住 町(1 3 : 3 0 ～ 1 4 : 0 0) ◆

胃菓の まち(1 4 : 3 0
- 1 5 : 0 0) ◆ 仙台駅解散(1 5 : 3 0)

｢ 雨水 ネ ッ トワ
ー

ク会 議 全 国 大会 2 0 1 3 i n とう ほく｣ 実行 委 員 会
〒9 日0 一 口8 1 3 仙台市吉葉区米ケ袋3 丁 目3 酎 1 弓 T 【L O 2 2 ･ 7 2 3 ･ 1 ユ? O F A X O 2 2 - 7 2 3 ･ 1 3 9 1 冊 ○@ q m (】 m lz い †o h o k u . 亡 ｡ m




